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7タバガキ科植物の成分研究 (44)Upunaborneensis葉部由来アセ トフェノン誘導
体の構造

○伊藤 哲BB.,伊藤 弘美.,大山 雅義 1,DedyDARNAEDI2,田中 稔幸3,
邑田 仁4,飯沼 宗和1('岐阜薬大･生薬学,2LIPI,3岐阜薬大･薬用資源学,4東大院･
植物園)

【目的】フタバガキ科植物はスチルベノイ ド､フラボノイ ド､アセ トフェノン､

イソクマリン等のポリフェノールおよびテルペノイ ドに富む素材である｡我々は､

Upuna属､Vatica属をはじめとする本科植物由来のポリフェノールに焦点を当てて

構造解析および生物活性の探索研究を行い､これまでに種々の本科由来二次代謝

産物を報告してきた｡l)その過程でUpunaborneensisSym.の樹皮には､本科の中で

唯一アセ トフェノン誘導体が含まれることを明らかにした｡2)今回は､本素材葉

部に含有するアセ トフェノン誘導体の成分系精査を目的とした｡

【実験 ･結果】3)U.borneensis菓部を乾燥､粉砕後､室温抽出にてアセ トンおよび

メタノールエキスを調製し､前者につ い て ､DM S､ODS､シ リカ ゲルおよびSephedex
LH-20を用いた各種クロ マ トグ ラ フ ィ ー を 繰 り返 し行 う こ と に よ り 2種 の新規化

合物 (upubomeolsA (1),B (2)) と既 知 化 合 物 (3-6) を 単 離 した ｡ 構 造 解 析 の 結 果 ､
これらはアセ トフ ェ ノ ン C一配 糖 体 で あ る こ と が 判 明 した ｡ 化 合 物 1お よ び 2 は ア

セ トフェ ノ ン に 縮 合 し た 4-,5-1dihydrospiro[benzofuran-2(3H),2-(3-17)-furan] 骨 格 を 持

ち両者 は 2位 と 4位 に つ い て ジ ア HO H3C

ス テ レオ マ - で あ る ｡ ス ピ ロ ケ タ

ー ル - キ ソ フ ラ ノ ー ス が 縮 合 し

た ア セ ト フ ェ ノ ン 誘 導 体 (1,

の 単 離 は 初 例 で あ る ｡
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